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資
料
紹
介
独
立
性
易
﹁
護
法
論
抄
序
﹂
の
翻
刻
と
解
説
伊
香
賀
隆
凡
例
一
︑
写
真
は
︑
佐
賀
県
鹿
島
市
福
源
禅
寺
所
蔵
の
梅
嶺
道
雪
編
﹃
護
法
論
抄
﹄
一
巻
︵
刊
本
︑
整
理
番
号
一
六
八
︶
を
使
用
し
た
︒
一
︑
資
料
は
︑
写
真
の
左
に
翻
刻
文
を
載
せ
る
形
で
紹
介
し
︑
後
に
書
き
下
し
文
・
注
釈
を
付
し
︑
最
後
に
本
資
料
に
つ
い
て
の
解
題
を
記
し
た
︒
一
︑
漢
字
表
記
は
お
お
む
ね
通
行
体
を
使
用
し
た
が
︑
一
部
例
外
も
あ
る
︒
一
︑
解
読
で
き
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
︑
一
字
分
□
を
置
い
た
︒
一
︑
書
き
下
し
の
表
記
は
︑
全
て
現
代
仮
名
遣
い
に
従
っ
た
︒
【資
料
・
翻
刻
文
︼
護
法
論
抄
序
一
性
之
體
︑
善
而
已
矣
︒
一
心
之
用
︑
正
而
已
矣
︒
忽
爾
︑
悪
発
侵
善
︑
邪
作
害
正
︑
是
護
法
論
之
由
作
︒
辦
一
性
之
本
善
︑
一
心
之
自
正
︑
閑
邪
存
誠
而
已
矣
︒
儒
釈
二
教
︑
大
古
同
源
︑
理
本
不
二
︑
由
一
性
之
自
善
︑
成
一
心
之
正
命
︑
心
学
也
︒
天
地
之
正
教
也
︒
﹂
一
丁
表
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輪
輅
相
需
︑
道
並
行
而
不
相
悖
者
︑
雖
有
間
於
世
出
世
用
之
別
︑
及
其
成
功
一
也
︒
是
曰
︑﹁
天
下
無
二
道
︑
聖
人
無
両
心
﹂
也
︒
聖
人
往
矣
︒
及
其
遺
教
在
︑
人
盍
自
致
其
自
善
自
正
之
為
用
焉
︒
儒
自
孟
子
無
伝
︑
遂
先
性
天
道
命
之
学
︑
世
以
事
功
覇
□
︒
争
能
語
言
文
字
為
学
︑
碌
々
営
々
︑
私
阿
一
﹂
一
丁
裏
己
︑
将
学
庸
論
語
三
首
﹁
明
徳
﹂﹁
率
性
﹂﹁
時
習
﹂
之
伝
︑
付
之
空
言
︑
棄
而
不
問
︒
儒
之
違
宣
聖
也
︑
若
是
豈
足
云
儒
哉
︒
西
方
聖
人
設
教
︑
以
明
心
見
性
為
功
︑
修
身
律
己
為
行
︑
成
世
出
之
能
仁
︒
世
儒
不
知
反
而
攻
之
扇
之
妄
悪
又
出
︒
吠
聲
相
応
咆
︒
儒
不
知
有
儒
道
︒
而
況
天
人
之
仏
法
哉
︒
則
其
攻
扇
之
妄
︑
自
﹂
二
丁
表
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恣
其
邪
与
悪
︑
為
不
知
狺
々
合
作
︒
若
聵
与
盲
自
堕
悪
趣
︒
時
出
無
尽
居
士
︑
憐
□
︑
後
儒
昧
々
︑
乃
作
護
法
論
︑
広
明
仏
道
之
大
︒
世
当
敬
心
皈
命
︑
而
不
可
毀
者
如
此
︒
言
善
理
尽
指
示
重
煩
︑
彰
々
大
義
至
︒
為
迷
者
告
誡
︑
昧
者
指
南
何
如
︒
盲
者
得
眼
方
知
︑
仏
道
之
在
天
下
︒
由
一
性
之
自
善
︑
尽
一
心
之
自
﹂
二
丁
裏
正
︑
咸
出
︑
護
法
論
之
相
成
也
︒
是
論
︑
自
宋
伝
今
︑
自
中
伝
外
︑
刻
行
通
世
︑
已
久
︒
奉
揚
仏
法
︑
斥
指
麼
芋
︑
於
中
発
言
︑
有
典
論
︒
別
有
則
︑
学
者
無
考
至
難
︑
模
索
以
副
全
提
︒
梅
嶺
禅
兄
︑
護
持
大
法
︑
切
念
当
時
︒
不
恡
胸
蔵
︑
縷
々
款
別
︑
緒
由
付
之
︑
刻
劂
流
通
︑
当
才
使
読
者
豁
然
︑
心
念
如
獲
記
事
之
珠
︒
箇
﹂
三
丁
表
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中
了
々
︑
得
護
珠
蔵
破
衲
荷
斯
︒
護
法
有
論
︒
照
膽
有
鏡
焉
︒
予
偶
閲
是
︑
敢
爰
論
︒
始
識
其
詳
源
︑
為
喚
往
者
之
作
揶
揄
︒
寛
文
戊
申
中
秋
日
釈
天
閒
独
立
書
﹁
遺
世
／
独
立
﹂︵
白
文
︶﹁
天
外
／
一
／
閒
人
﹂︵
朱
文
︶﹂
三
丁
裏
【書
き
下
し
︼
一
性
の
體
は
善
の
み
︒
一
心
の
用
は
正
の
み
︒
忽こつ
爾じ
と
し
て
悪
発
し
て
善
を
侵
し
︑
邪
作おこ
り
て
正
を
害
そ
こ
な
う
︒
是
れ
護
法
論
の
由
り
て
作つく
る
と
こ
ろ
な
り
︒
一
性
の
本
善
・
一
心
の
自
正
を
辦
じ
︑
邪
を
閑ふさ
ぎ
て
誠
を
存
す
る
の
み
︒
儒
釈
二
教
は
︑
大
古
に
源
を
同
じ
う
す
︒
理
は
本も
と
二
な
ら
ず
︒
一
性
の
自
善
に
由
り
て
一
心
の
正
命
を
成
す
は
︑
心
学
な
り
︒
天
地
の
正
教
な
り
︒
輪りん
輅ろ
相
い
需もと
め
︑
道
並
び
行
わ
れ
て
相
い
悖そむ
か
ざ
れ
ば
︑
世
出
世
用
の
別
に
間
へ
だ
て
有
る
と
雖
も
︑
其
の
功
を
成
す
に
及
び
て
は
一
な
り
︒
是
に
曰
く
︑﹁
天
下
に
二
道
無
し
︑
聖
人
に
両
心
無
し
﹂
と
︒
聖
人
往
く
︒
其
の
遺
教
在
る
に
及
べ
ど
も
︑
人
盍なん
ぞ
自
ら
其
の
自
善
自
正
の
用
を
為
す
を
致
さ
ん
や
︒
儒
は
孟
子
自よ
り
伝
無
し
︒
遂
に
先
の
性
・
天
・
道
・
命
の
学
︑
世
︑
事
功
覇
□
を
以
て
す
︒
争
い
て
語
言
文
字
を
能
く
し
て
学
と
為
し
︑
碌
々
営
々
と
し
て
一
己
を
私
阿
し
︑﹃
学
﹄﹃
庸
﹄﹃
論
語
﹄
の
三
首
︑﹁
明
徳
﹂﹁
率
性
﹂﹁
時
習
﹂
の
伝
を
将もっ
て
︑
之
れ
を
空
言
に
付
し
︑
棄
て
て
問
わ
ず
︒
儒
の
宣
聖
に
違
う
や
︑
是か
く
の
若
く
ん
ば
︑
豈
に
儒
と
云
う
に
足
ら
ん
や
︒
西
方
聖
人
︑
教
え
を
設
け
︑﹁
明
心
﹂﹁
見
性
﹂
を
以
て
功
と
為
し
︑﹁
修
身
﹂﹁
律
己
﹂
を
も
っ
て
行
と
為
し
︑
世
出
の
能
仁
と
成
る
︒
世
儒
︑
反
っ
て
之
れ
を
攻
め
之
れ
を
扇あお
り
︑
妄
悪
又
た
出
づ
る
を
知
ら
ず
︒
吠
聲
相
い
応
じ
て
咆ほ
ゆ
︒
儒
︑
儒
道
有
る
を
知
ら
ず
︒
而
る
を
況
ん
や
天
人
の
仏
法
を
や
︒
則
ち
其
の
攻
め
扇あお
る
の
妄
︑
自
ら
其
の
邪
と
悪
と
を
恣
ほ
し
い
ま
まに
し
︑
為ため
に
狺ぎん
々ぎん
と
し
て
合
し
て
作
す
を
知
ら
ず
︒
聵
つ
ん
ぼ
と
盲
め
し
い
と
自
ら
悪
趣
に
堕
す
が
若
し
︒
時
に
無
尽
居
士
出
で
︑
後
儒
の
昧
々
た
る
を
憐
□
し
︑
乃
ち
護
法
論
を
作
り
︑
仏
道
の
大
な
る
を
広
く
明
ら
か
に
す
︒
世
︑
当
に
敬
心
も
て
皈
命
す
べ
く
︑
毀そし
る
べ
か
ら
ざ
る
は
此
く
の
如
し
︒
善
理
を
言
う
に
尽
こ
と
ご
とく
指
示
・
重
煩
し
て
︑
彰
々
た
る
大
義
至
る
︒
迷
え
る
者
の
為
に
告
誡
し
︑
昧くら
き
者
の
た
め
に
指
南
す
る
こ
と
何
如
︒
盲
者
︑
眼
を
得
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て
方はじ
め
て
仏
道
の
天
下
に
在
る
を
知
る
︒
一
性
の
自
善
に
由
り
て
一
心
の
自
正
を
尽
く
し
︑
咸
こ
と
ご
とく
出
で
て
︑
護
法
論
の
相
成
る
な
り
︒
是
の
論
︑
宋
自よ
り
今
に
伝
わ
り
︑
中
自よ
り
外
に
伝
わ
り
︑
刻
行
し
て
世
に
通
ず
る
こ
と
已
に
久
し
︒
仏
法
を
奉
揚
し
て
︑
麼
芋
を
斥
指
し
︑
中
よ
り
言
を
発
し
て
典
論
有
り
︒
別
に
則
有
る
も
︑
学
者
︑
考
す
る
無
く
至
っ
て
難
し
︒
模
索
し
て
以
て
全
提
に
副
う
︒
梅
嶺
禅
兄
︑
大
法
を
護
持
し
︑
切
念
︑
時
に
当
る
︒
胸
蔵
を
恡おし
ま
ず
︑
縷る
々る
と
し
て
款
別
し
︑
緒
由
を
之
れ
に
付
し
︑
刻こく
劂けつ
し
て
流
通
せ
し
め
ん
と
す
︒
当
に
才わず
か
に
読
者
を
し
て
豁かつ
然ぜん
と
し
て
︑
心
念
に
記
事
の
珠
を
獲
る
が
如
く
︑
箇
中
了
々
︑
珠
を
護
り
破
衲
に
蔵
し
て
斯
れ
を
荷
う
を
得
し
む
べ
し
︒
護
法
に
論
有
り
︑
照
膽
に
鏡
有
り
︒
予
偶たま
た
ま
是
れ
を
閲
し
︑
敢
え
て
爰ここ
に
論
ず
︒
始
め
て
其
の
詳
源
を
識
り
︑
為ため
に
往
者
の
揶や
揄ゆ
を
作な
す
を
喚よ
び
お
こ
す
︒
寛
文
戊
申
︵
一
六
六
八
︶
中
秋
日
︑
釈
天
閒
独
立
書
︒
【注
︼
○
忽
爾
＝
忽
然
と
し
て
︒
○
辦
＝
識
別
す
る
︒
○
邪
を
閑
ぎ
て
誠
を
存
す
る
＝
邪
念
を
塞
い
で
誠
実
を
保
持
す
る
︒﹃
易
経
﹄
乾
卦
に
﹁
九
二
曰
︑﹃
見
龍
在
田
︑
利
見
大
人
﹄
何
謂
也
︒
子
曰
︑﹃
龍
徳
而
正
中
者
也
︒
庸
言
之
信
︑
庸
行
之
謹
︑
閑﹅
邪﹅
存﹅
其﹅
誠﹅
︑
善
世
而
不
伐
︑
徳
博
而
化
︒
易
曰
︑
見
龍
在
田
利
見
大
人
︒
君
徳
也
︒﹄﹂
と
あ
る
︒
○
輪
輅
＝
大
車
輪
︒
○
需
＝
必
要
と
す
る
︒
○
道
並
び
行
わ
れ
て
相
い
悖
か
ざ
れ
ば
＝
豫
章
の
重
刊
護
法
論
序
︵
洪
武
七
年
︑
一
三
七
四
︶
に
﹁
吾
仏
之
法
與
儒
典
︑
並﹅
用﹅
而﹅
不﹅
悖﹅
者﹅
如
此
﹂
と
あ
る
︒
○
天
下
に
二
道
無
し
︑
聖
人
に
両
心
無
し
＝
無
碍
居
士
︵
鄭
興
︑
徳
與
︶
の
序
︵
乾
道
七
年
︑
一
一
七
一
︶
に
﹁
天﹅
下﹅
無﹅
二﹅
道﹅
︑
聖﹅
人﹅
無﹅
両﹅
心﹅
︒
蓋
道
者
先
天
地
生
︑
旦
古
今
而
常
存
︒
聖
人
得
道
之
真
以
治
身
︒
其
緒
餘
土
苴
︑
以
治
天
下
國
家
︒
豈
不
大
哉
︒﹂
と
あ
る
︒
解
題
参
照
︒
○
碌
々
＝
自
主
性
の
な
い
さ
ま
︒
○
営
営
＝
一
所
に
落
ち
着
か
ず
︑
あ
ち
こ
ち
行
き
来
す
る
さ
ま
︒
あ
く
せ
く
す
る
さ
ま
︒
○
私
阿
＝
偏
愛
す
る
こ
と
︒
○
﹃
学
﹄﹃
庸
﹄﹃
論
語
﹄
＝
﹃
大
学
﹄﹃
中
庸
﹄﹃
論
語
﹄
○
﹁
明
徳
﹂
﹁
率
性
﹂﹁
時
習
﹂
の
伝
＝
﹃
大
学
﹄
の
﹁
大
学
之
道
︑
在
明﹅
明﹅
徳﹅
︑
在
親
民
︑
在
止
於
至
善
﹂︑﹃
中
庸
﹄
の
﹁
天
命
之
謂
性
︑
率﹅
性﹅
之
謂
道
︑
修
道
之
謂
教
﹂︑﹃
論
語
﹄
の
﹁
学
而
時﹅
習﹅
之
︑
不
亦
説
乎
﹂
を
指
す
︒
○
宣
聖
＝
孔
子
︒
○
狺
狺
＝
犬
の
ほ
え
る
声
︒
○
悪
趣
＝
悪
道
︒
○
護
法
論
＝
宋
代
︑
無
尽
居
士
張
商
英
撰
︒
は
じ
め
に
無
碍
居
士
鄭
興
︵
徳
与
︶
の
乾
道
辛
卯
︵
一
一
七
一
︶
の
序
あ
り
︑
末
尾
に
も
元
の
至
正
五
年
︵
一
三
五
四
︶
︑
虞
集
の
跋
が
あ
る
︒﹃
至
元
弁
偽
録
﹄
と
と
も
に
明
版
南
蔵
︵
栄
函
︶
に
入
り
︑
洪
武
七
年
︵
一
三
七
四
︶
に
宋
濂
が
﹁
重
刻
護
法
論
題
辞
﹂
を
加
え
て
い
る
︒
以
上
︑
花
園
大
学
国
際
禅
学
研
究
所
﹁
禅
籍
解
題
二
二
八
﹂
よ
り
引
用
︒
な
お
同
書
に
つ
い
て
の
詳
細
は
解
題
を
参
照
︒
○
敬
心
＝
敬
う
心
︒
○
皈
命
＝
帰
依
︵
仏
法
僧
に
絶
対
の
信
仰
を
さ
さ
げ
る
︶
︒
○
重
煩
＝
重
ね
て
煩
わ
す
︒
○
彰
々
＝
明
ら
か
な
さ
ま
︒
○
大
義
＝
正
道
︒
大
道
理
︒
○
芋
＝
半
身
不
随
の
病
︒﹃
護
法
論
﹄
に
﹁
釈
氏
︑
直
ち
に
本
根
を
指
し
て
枝
葉
を
存
せ
ざ
る
は
︑
骨﹅
髄﹅
の﹅
疾﹅
を
治
す
な
り
︒﹂
と
あ
る
こ
と
を
ふ
ま
え
る
か
︒
○
中
＝
こ
こ
ろ
︒
内
心
︒
中
庸
︒
○
模
索
＝
手
探
り
で
取
る
︒
探
り
出
す
︒
○
全
提
＝
全
分
提
起
︒
○
縷
々
＝
こ
ま
ご
ま
と
詳
し
い
様
︒
○
款
＝
刻
む
︒
記
す
︒
○
箇
中
＝
そ
の
間
︒
此
中
︒
言
葉
を
超
え
た
究
極
の
真
実
︒
○
了
々
＝
明
白
︒
心
中
に
一
切
の
妄
想
分
別
を
絶
し
て
分
明
な
さ
ま
︒
○
照
膽
＝
肝
を
照
ら
す
︒
心
中
を
照
ら
す
︒
○
能
仁
＝
釈
尊
︒
釈
迦
牟
尼
仏
︒
【解
題
︼
本
稿
は
︑
明
末
清
初
の
中
国
か
ら
日
本
に
帰
化
し
た
独どく
立
り
ゅ
う
性
し
ょ
う
易えき
︵
一
五
九
六
～
一
六
七
二
︶
が
︑
黄
檗
僧
梅ばい
嶺れい
道どう
雪せつ
︵
一
六
四
一
～
一
七
一
七
︶
の
著
書
﹃
護
法
論
抄
﹄
に
寄
せ
た
序
文
を
翻
刻
し
︑
書
き
下
し
文
と
解
説
を
付
し
た
も
の
で
あ
る
︒
独立性易「護法論抄序」の翻刻と解説
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梅
嶺
道
雪
は
︑
肥
前
小
城
の
人
︒
中
国
か
ら
渡
来
し
た
即
非
如
一
に
学
び
︑
延
宝
元
年
︵
一
六
七
三
︶
に
大
眉
性
善
よ
り
法
を
嗣
い
だ
黄
檗
僧
で
あ
る
︒
そ
れ
に
先
立
つ
寛
文
八
年
︵
一
六
六
八
︶
︑
肥
前
鹿
島
の
円
通
山
福
源
寺
を
重
興
し
て
い
る
が
︑﹃
護
法
論
抄
﹄
が
刊
行
さ
れ
た
の
が
﹁
寛
文
九
年
仲
冬
日
﹂︑
梅
嶺
二
九
歳
の
時
で
あ
り
︑
こ
の
福
源
寺
に
住
し
て
い
た
期
間
︵
寛
文
八
年
一
二
月
一
三
日
～
同
一
〇
年
一
〇
月
八
日
︶
に
あ
た
る
︒
一
方
︑
序
を
寄
せ
た
独
立
性
易
は
︑
浙
江
省
杭
州
府
仁
和
県
の
人
︒
字
は
子
辰
︑
曼
公
︑
号
は
荷
鋤
人
︒
若
く
し
て
儒
学
・
医
術
を
学
び
明
朝
に
仕
え
た
が
︑
宦
官
の
魏
忠
賢
に
よ
る
政
治
の
乱
れ
を
嫌
い
隠
居
し
て
医
術
を
業
と
し
た
︒
そ
の
後
︑
明
朝
が
滅
亡
し
て
満
州
族
の
清
朝
が
興
る
と
︑
そ
の
支
配
か
ら
逃
れ
て
承
応
二
年
︵
一
六
五
三
︶
︑
日
本
長
崎
に
渡
来
し
た
︒
翌
年
︑
隠
元
隆
琦
が
長
崎
に
渡
来
し
て
黄
檗
禅
を
伝
え
る
や
︑
翻
然
と
し
て
出
家
を
決
意
し
黄
檗
僧
と
な
っ
た
︒
こ
の
時
す
で
に
五
九
歳
で
あ
っ
た
︒
以
後
︑
諱
を
性
易
︑
字
を
独
立
と
改
め
︑
天
外
一
間
人
︑
天
外
老
人
と
号
し
た
︒
な
お
︑
独
立
が
儒
を
離
れ
て
仏
に
帰
依
し
た
件
に
つ
い
て
石
村
喜
英
氏
は
︑﹁
こ
れ
︵
出
家
︶
に
よ
っ
て
儒
学
や
儒
学
の
思
想
精
神
か
ら
全
く
絶
縁
し
よ
う
と
し
た
わ
け
で
は
な
い
︒
む
し
ろ
独
立
の
理
想
と
す
る
と
こ
ろ
は
儒﹅
仏﹅
を﹅
併﹅
せ﹅
担﹅
う﹅
こ﹅
と﹅
に﹅
よ﹅
っ﹅
て﹅
儒﹅
仏﹅
両﹅
道﹅
の﹅
調﹅
和﹅
を﹅
身﹅
を﹅
も﹅
っ﹅
て﹅
実﹅
践﹅
し﹅
よ﹅
う﹅
と﹅
す﹅
る﹅
に
あ
っ
た
﹂︵﹃
深
見
玄
岱
の
研
究
﹄
雄
山
閣
︑
昭
和
四
八
年
︑
四
一
一
頁
︑
傍
点
筆
者
︶
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
が
︑
こ
の
よ
う
な
独
立
の
﹁
儒
仏
両
道
︵
儒
仏
並
行
︶
﹂
の
姿
勢
は
本
稿
か
ら
も
十
分
に
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
︒
そ
の
後
︑
寛
文
五
年
︵
一
六
六
五
︶
︑
小
倉
に
広
寿
山
福
聚
寺
が
創
建
さ
れ
て
即
非
如
一
が
普
山
す
る
と
︑
独
立
は
記
室
︵
書
記
︶
と
し
て
迎
え
ら
れ
た
︒
そ
の
福
聚
寺
創
建
に
あ
た
り
︑
即
非
の
使
者
と
し
て
京
都
宇
治
の
黄
檗
山
万
福
寺
と
の
間
を
奔
走
し
た
の
が
梅
嶺
で
あ
り
︑
そ
の
後
︑
知
浴
と
し
て
寺
に
住
し
︑
即
非
の
教
化
を
補
佐
し
た
︒
こ
の
間
︑
独
立
と
梅
嶺
は
共
に
広
寿
山
に
住
し
た
こ
と
か
ら
︑
そ
の
親
交
は
よ
り
深
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
︑
両
者
が
そ
れ
以
前
か
ら
す
で
に
面
識
を
得
て
い
た
か
ど
う
か
は
定
か
で
は
な
い
︒
寛
文
八
年
秋
︑
即
非
の
退
山
に
と
も
な
い
︑
梅
嶺
は
広
寿
山
を
離
れ
︑
鹿
島
藩
主
鍋
島
直
朝
の
協
力
の
も
と
円
通
山
福
源
寺
を
重
興
す
る
こ
と
に
な
る
が
︑
そ
れ
に
対
し
て
独
立
は
︑﹁
重
建
円
通
山
福
源
禅
寺
記
﹂︵
寛
文
一
〇
年
一
一
月
︶
を
記
し
︑
福
源
寺
重
興
の
意
義
・
由
来
を
明
ら
か
に
し
て
梅
嶺
を
祝
し
て
い
(１
)る
︒
な
お
︑
独
立
の
﹁
護
法
論
抄
序
﹂
が
記
さ
れ
た
の
は
︑
こ
れ
に
先
立
つ
﹁
寛
文
八
年
仲
秋
日
﹂
で
あ
る
︒﹃
護
法
論
抄
﹄
が
刊
行
さ
れ
た
の
が
︑﹁
寛
文
九
年
仲
冬
日
﹂
で
あ
る
か
ら
︑
独
立
は
そ
の
一
年
以
上
も
前
に
す
で
に
序
を
記
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
︒
ま
た
︑
独
立
の
序
に
は
﹁︹
梅
嶺
禅
兄
は
︺
胸
蔵
を
恡おし
ま
ず
︑
縷
々
と
し
て
款
別
し
︑
緒
由
を
之
れ
に
付
し
︑
刻
劂
し
て
流
通
せ
ん
と
す
﹂
と
あ
り
︑
こ
の
﹁
寛
文
八
年
仲
秋
日
﹂
の
時
点
で
す
で
に
﹃
護
法
論
抄
﹄
の
原
稿
は
成
立
し
︑
出
版
の
準
備
に
入
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
︒
梅
嶺
は
﹁
寛
文
八
年
仲
秋
日
﹂
以
前
︑
つ
ま
り
︑
広
寿
山
福ふく
聚じゅ
寺
に
住
し
て
い
た
頃
か
ら
こ
つ
こ
つ
と
﹃
護
法
論
抄
﹄
を
書
き
続
け
て
い
た
と
思
わ
れ
る
︒
そ
し
て
︑
鹿
島
の
円
通
山
福
源
寺
に
住
し
て
い
た
﹁
寛
文
九
年
仲
冬
日
﹂
に
︑
晴
れ
て
刊
行
さ
れ
る
運
び
に
な
っ
た
の
で
あ
る
︒
張
商
英
﹃
護
法
論
﹄
に
つ
い
て
梅
嶺
が
注
を
施
し
た
﹃
護
法
論
﹄
は
︑
中
国
の
北
宋
時
代
に
張
商
英
︵
無
尽
居
士
︑
一
〇
四
三
～
一
一
二
二
︶
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
護
法
の
書
で
あ
る
︒
つ
ま
り
︑
儒
者
た
ち
に
よ
る
激
し
い
仏
教
批
判
に
対
し
て
︑
そ
れ
が
如
何
に
的
外
れ
で
理
に
か
な
わ
な
い
も
の
な
の
か
を
詳
細
に
説
明
し
て
反
論
を
加
え
︑
仏
法
の
真
意
を
明
ら
か
に
し
て
︑
そ
の
保
護
と
復
興
を
目
的
と
し
て
記
さ
れ
た
書
で
あ
る
︒
著
者
の
張
商
英
は
︑
字
は
天
覚
︑
号
は
無
尽
居
士
︑
四
川
省
新
津
県
の
人
︒
治
平
二
年
︵
一
〇
六
五
︶
の
進
士
︒
神
宗
の
熙
寧
五
年
︵
一
〇
七
二
︶
に
監
察
御
史
と
な
り
︑
王
安
石
の
変
法
に
追
随
し
︑
徽
宗
の
大
観
四
年
︵
一
一
一
〇
︶
に
宰
相
ま
で
登
り
つ
め
た
人
物
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で
あ
る
︒
若
い
頃
は
仏
教
を
疑
っ
た
が
︑
後
に
﹃
維
摩
経
﹄
を
読
ん
で
感
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
仏
教
に
深
く
帰
依
し
た
と
い
う
︒
〈韓
愈
・
欧
陽
脩
に
対
す
る
反
証
﹀
張
商
英
は
こ
の
﹃
護
法
(２
)論
﹄
の
中
で
︑
と
り
わ
け
儒
者
の
韓
愈
︵
七
六
八
～
八
二
四
︶
と
欧
陽
脩
︵
一
〇
〇
七
～
一
〇
七
二
︶
に
対
し
徹
底
し
て
反
証
す
る
︒
韓
愈
は
唐
代
の
儒
者
で
︑
仏
教
・
道
教
が
盛
行
し
て
儒
教
が
衰
微
し
た
当
時
の
状
況
の
中
に
あ
っ
て
︑
激
し
く
仏
教
を
攻
撃
非
難
し
つ
つ
︑
尭
・
舜
か
ら
孔
子
・
孟
子
へ
と
引
き
継
が
れ
た
と
す
る
儒
教
を
深
く
信
奉
し
て
︑
そ
の
復
興
を
企
図
し
た
人
物
で
あ
る
︒
張
商
英
の
反
証
の
例
を
挙
げ
れ
ば
︑
韓
愈
の
﹁
仏
教
は
夷
狄
の
教
え
で
あ
る
か
ら
信
ず
る
に
足
ら
な
い
﹂
と
い
う
批
判
に
対
し
︑
儒
教
の
聖
人
で
あ
る
舜
や
文
王
も
夷
狄
の
出
身
で
あ
る
と
い
う
例
︵﹃
孟
子
﹄
離
婁
下
篇
︶
を
示
し
て
韓
愈
の
矛
盾
を
突
き
︑﹁
舜
と
文
王
と
は
皆
な
聖
人
な
り
︒
法
を
天
下
後
世
に
為
す
︒
安
ん
ぞ
其
の
人
の
夷
な
る
を
も
っ
て
其
の
法
を
廃
せ
ん
や
﹂
と
断
じ
て
い
(３
)る
︒
ま
た
︑﹁
仏
教
が
中
国
に
流
入
し
て
か
ら
年
代
︵
人
々
の
寿
命
や
皇
帝
の
在
位
期
間
︶
が
短
く
な
っ
た
﹂
と
い
う
批
判
に
対
し
て
は
︑
仏
教
が
伝
わ
る
前
の
時
代
で
あ
っ
て
も
孔
子
門
下
の
孔
鯉
・
顔
淵
・
冉
伯
牛
が
短
命
で
あ
っ
た
こ
と
︑
仏
教
が
伝
わ
っ
た
後
の
時
代
で
も
長
寿
の
僧
侶
が
多
く
い
た
こ
と
等
︑
反
例
は
い
く
ら
で
も
見
出
せ
る
と
し
て
そ
れ
ら
を
列
挙
し
︑
韓
愈
の
指
摘
は
ま
る
で
的
を
得
て
お
ら
ず
︑﹁
鈴
を
窃
ん
で
耳
を
掩
う
﹂
よ
う
な
論
だ
と
一
刀
両
断
し
て
い
(４
)る
︒
次
に
張
商
英
が
や
り
玉
に
あ
げ
た
欧
陽
脩
は
︑
北
宋
時
代
の
政
治
家
で
あ
り
儒
者
で
あ
る
︒
張
商
英
と
同
時
代
の
人
で
︑
欧
陽
脩
が
三
六
歳
年
上
に
な
る
︒
神
宗
の
時
︑
王
安
石
の
新
法
に
反
対
し
て
退
官
し
て
い
る
が
︑
王
安
石
に
追
随
し
た
張
商
英
と
は
︑
こ
の
点
に
お
い
て
も
対
照
的
で
あ
る
︒
ま
た
︑
詩
文
に
す
ぐ
れ
︑
唐
代
の
韓
愈
と
と
も
に
唐
宋
八
大
家
の
一
人
に
数
え
ら
れ
て
い
る
︒
張
商
英
は
︑
こ
の
欧
陽
脩
と
同
時
代
の
人
で
あ
り
︑
そ
の
活
躍
と
激
し
い
仏
教
批
判
を
実
際
に
目
の
当
た
り
に
し
て
い
た
の
で
あ
り
︑
そ
れ
に
対
す
る
危
機
意
識
は
韓
愈
に
対
す
る
も
の
以
上
で
あ
っ
た
︒
張
商
英
は
﹃
護
法
論
﹄
の
中
で
︑﹁
人
天
の
正
路
を
岐わか
ち
︑
人
天
の
正
眼
を
瞎くら
ま
し
︑
因
果
の
真
教
を
昧くら
ま
し
︑
定
慧
の
淳
風
を
澆うす
む
る
こ
と
︑
修
︵
欧
陽
脩
︶
よ
り
甚
だ
し
き
も
の
は
無
し
﹂
と
言
い
︑
欧
陽
脩
以
上
に
仏
教
に
と
っ
て
害
に
な
る
人
物
は
い
な
い
と
非
難
し
て
い
る
︒
さ
ら
に
は
︑﹁
六
道
輪
廻
・
三
途
・
果
報
は
︑
自
ら
の
心
の
造
る
に
由
る
﹂
と
言
い
︑
欧
陽
脩
は
仏
教
を
攻
撃
す
る
こ
と
で
大
変
な
悪
業
を
作
っ
て
し
ま
っ
て
お
り
︑﹁
一
た
び
人
身
を
失
え
ば
︑
悔
い
て
も
将は
た
何
ぞ
及
ば
ん
﹂
と
し
て
︑
来
世
は
も
は
や
人
間
に
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
も
叶
わ
ず
︑
悔
い
て
も
悔
い
き
れ
な
い
だ
ろ
う
と
述
べ
て
い
る
︒
そ
し
て
こ
の
よ
う
に
︑
韓
愈
や
欧
陽
脩
が
仏
教
の
真
意
も
理
解
で
き
な
い
ま
ま
︑
む
や
み
や
た
ら
と
攻
撃
非
難
を
す
る
の
は
︑
自﹅
ら﹅
の﹅
善﹅
な﹅
る﹅
本﹅
性﹅
が﹅
す﹅
っ﹅
か﹅
り﹅
蔽﹅
わ﹅
れ﹅
て﹅
し﹅
ま﹅
っ﹅
て﹅
い﹅
る﹅
か
ら
だ
と
す
る
︒
韓
愈
や
欧
陽
脩
を
批
判
す
る
際
に
︑﹁
自
ら
己
霊
を
昧
く
す
﹂﹁
自
ら
其
の
心
を
昧
く
す
﹂﹁
自
ら
蔽
う
こ
と
甚
だ
し
﹂﹁
自
ら
其
の
心
を
欺
く
﹂
と
い
っ
た
表
現
を
多
く
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
︒
ま
た
﹁
一
切
の
衆
生
︑
如
来
の
智
慧
徳
相
を
具
有
す
︒
但
だ
妄
想
・
執
着
を
以
て
證
す
る
を
得
ず
﹂
と
言
い
︑
本
来
︑
全
て
の
衆
生
は
︑﹁
如
来
の
智
慧
徳
相
﹂
を
有
し
て
い
る
が
︑﹁
妄
想
﹂﹁
執
着
﹂
に
よ
っ
て
す﹅
っ﹅
か﹅
り﹅
蔽﹅
わ﹅
れ﹅
昧﹅
ま﹅
さ﹅
れ﹅
て﹅
し﹅
ま﹅
う﹅
と
︑
そ
の
﹁
如
来
の
智
慧
徳
相
﹂
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
︒
そ
れ
ゆ
え
に
真
実
を
見
抜
く
こ
と
が
出
来
な
く
な
り
︑
む
や
み
や
た
ら
と
攻
撃
し
て
し
ま
う
と
い
う
の
で
あ
る
︒
さ
ら
に
張
商
英
は
い
う
︑﹁
甚
だ
し
き
か
な
︑
欧
陽
脩
の
自﹅
ら﹅
を﹅
蔽﹅
う﹅
や
︒
而
も
人﹅
を﹅
蔽﹅
わ﹅
ん﹅
と
欲
し
︑
又
た
天﹅
下﹅
後﹅
世﹅
を﹅
蔽﹅
わ﹅
ん﹅
と
欲
す
﹂
と
︒
つ
ま
り
︑
自
己
の
本
性
を
蔽
っ
て
し
ま
う
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
︑
他
人
も
︑
さ
ら
に
は
天
下
後
世
の
人
々
の
本
性
を
も
蔽
い
隠
し
て
し
ま
う
危
険
性
が
あ
る
と
指
摘
す
る
︒
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
攻
撃
に
独立性易「護法論抄序」の翻刻と解説
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対
し
て
仏
教
徒
が
何
も
し
な
い
で
い
る
な
ら
ば
︑﹁
仏
法
殆
ほ
と
ん
ど
︑
将
に
泯
絶
し
て
無
か
ら
ん
と
す
﹂︑
つ
ま
り
︑
仏
法
は
や
が
て
滅
ん
で
し
ま
う
で
あ
ろ
う
と
し
て
︑
我
々
仏
教
徒
が
気
持
ち
を
引
き
締
め
直
し
て
︑
仏
法
を
護
っ
て
い
く
︵
護
法
︶
必
要
が
あ
る
と
力
説
す
る
の
で
あ
る
︒
︿
三
教
に
つ
い
て
﹀
さ
ら
に
張
商
英
は
﹃
護
法
論
﹄
の
中
で
︑
儒
教
・
仏
教
・
道
教
の
三
教
に
つ
い
て
︑
﹁
三
教
の
書
︑
各
お
の
其
の
道
を
以
て
世
を
善
く
し
俗
を
礪みが
く
こ
と
︑
猶
お
鼎
足
の
一
も
缺
く
べ
か
ら
ざ
る
な
り
﹂
と
言
う
よ
う
に
︑
ど
の
教
え
も
﹁
道
﹂
で
も
っ
て
世
の
人
々
を
よ
く
し
て
い
こ
う
と
い
う
点
で
は
同
じ
で
あ
り
︑
そ
れ
ぞ
れ
に
役
割
が
あ
っ
て
ど
れ
一
つ
欠
く
こ
と
は
で
き
な
い
︑
と
い
う
の
が
基
本
的
な
立
場
で
あ
る
︒
そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
教
え
の
役
割
に
つ
い
て
︑
人
々
が
﹁
道
を
失
い
性
に
迷
う
﹂
こ
と
を
病
気
︵
疾
︶
に
︑
儒
教
・
道
教
・
仏
教
の
教
え
を
そ
れ
に
対
す
る
薬
に
譬
え
て
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
︒
儒
者
︑
之
れ
を
し
て
君
子
と
為
る
を
求
め
し
む
る
は
︑
皮﹅
膚﹅
の﹅
疾﹅
を
治
す
な
り
︒
道
書
︑
之
れ
を
し
て
日
に
損
し
之
れ
を
損
し
て
又
た
損
せ
し
む
る
は
︑
血﹅
脈﹅
の﹅
疾﹅
を
治
す
な
り
︒
釈
氏
︑
直
ち
に
本
根
を
指
し
て
枝
葉
を
存
せ
ざ
る
は
︑
骨﹅
髄﹅
の﹅
疾﹅
を
治
す
な
り
︒
こ
の
よ
う
に
儒
教
は
﹁
皮
膚
の
疾
﹂︑
道
教
は
﹁
血
脈
の
疾
﹂︑
仏
教
は
﹁
骨
髄
の
疾
﹂
に
対
す
る
薬
で
あ
り
︑
そ
こ
に
は
﹁
浅
深
﹂
の
違
い
が
あ
る
︒
そ
れ
ぞ
れ
の
教
え
は
︑
ど
れ
も
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
薬
で
あ
る
と
言
い
つ
つ
も
︑
そ
こ
に
は
や
は
り
︑
儒
教
は
表
面
的
な
﹁
皮
膚
の
疾
﹂
を
治
す
薬
に
す
ぎ
ず
︑
最
も
深
奥
に
あ
る
﹁
骨
髄
の
疾
﹂
を
治
す
こ
と
が
で
き
る
仏
教
こ
そ
が
︑
最
も
優
れ
て
い
る
の
だ
と
い
う
張
商
英
の
思
い
が
感
じ
取
れ
る
︒
以
下
︑
長
き
に
わ
た
っ
て
儒
教
と
仏
教
︑
道
教
︵
こ
こ
で
は
老
子
の
教
え
︶
と
仏
教
を
二
項
対
立
的
に
列
挙
し
比
較
し
て
い
る
(５
)が
︑
こ
れ
も
や
は
り
仏
教
の
立
場
か
ら
の
解
釈
と
い
う
印
象
は
拭
え
ず
︑
儒
教
や
道
教
︵
老
子
︶
側
か
ら
し
て
み
れ
ば
異
論
の
出
る
所
か
も
し
れ
な
い
︒
独
立
性
易
﹁
護
法
論
抄
序
﹂
に
つ
い
て
本
稿
で
紹
介
す
る
独
立
性
易
の
﹁
護
法
論
抄
序
﹂
は
︑
以
上
の
よ
う
な
張
商
英
の
﹃
護
法
論
﹄
を
ふ
ま
え
て
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
︒
以
下
︑
そ
の
大
略
を
確
認
し
て
お
こ
う
︒
ま
ず
冒
頭
に
︑﹁
一
性
の
體
は
善
の
み
︒
一
心
の
用
は
正
の
み
︒
忽こつ
爾じ
と
し
て
悪
発
し
て
善
を
侵
し
︑
邪
作おこ
り
て
正
を
害
そ
こ
な
う
︒
是
れ
護
法
論
の
由
り
て
作つく
る
と
こ
ろ
な
り
﹂
と
あ
る
︒
人
は
み
な
善
な
る
本
性
︵
體
︶
を
有
し
て
い
て
︑
そ
の
本
性
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
意
念
お
も
い
が
生
じ
る
が
︵
用
︶
︑
そ
れ
が
何
も
の
に
も
邪
魔
さ
れ
る
こ
と
な
く
囚
わ
れ
る
こ
と
な
く
︑
そ
の
ま
ま
発
せ
ら
れ
れ
ば
︑
そ
れ
は
自
ず
か
ら
﹁
善
念
﹂﹁
正
念
﹂
と
な
る
︒
し
か
し
忽
ち
﹁
悪
念
﹂﹁
邪
念
﹂
が
発
生
し
て
︑﹁
善
念
﹂﹁
正
念
﹂
の
発
現
は
妨
げ
ら
れ
︑
善
な
る
本
性
は
蔽
い
昧
ま
さ
れ
て
真
実
が
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
︒
そ
の
甚
だ
し
き
例
が
韓
愈
や
欧
陽
脩
等
の
仏
教
批
判
者
で
あ
っ
て
︑
こ
の
よ
う
な
攻
撃
か
ら
仏
法
を
護
る
た
め
に
作
ら
れ
た
の
が
﹃
護
法
論
﹄
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
︒
ま
さ
に
張
商
英
の
﹃
護
法
論
﹄
を
ふ
ま
え
て
の
発
言
で
あ
る
︒
そ
し
て
﹁
一
性
の
本
善
﹂﹁
一
心
の
自
正
﹂︑
つ
ま
り
︑
善
な
る
本
性
︑
そ
こ
か
ら
発
せ
ら
れ
る
正
し
い
意
念
を
し
っ
か
り
と
識
別
し
︑﹁
邪
を
閑ふさ
ぎ
て
誠
を
存
す
る
の
み
﹂
で
あ
る
と
い
う
︒﹁
邪
を
閑
ぎ
て
誠
を
存
す
﹂
と
は
儒
教
の
経
典
で
あ
る
﹃
易
経
﹄︵
乾
卦
︶
の
言
葉
で
あ
る
が
︑
心
中
に
お
い
て
常
に
発
生
し
て
い
る
﹁
悪
念
﹂﹁
邪
念
﹂
を
看
過
す
る
こ
と
な
く
し
っ
か
り
と
捉
え
て
防
ぎ
止
め
︑
本
性
か
ら
発
せ
ら
れ
る
﹁
善
念
﹂﹁
正
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念
﹂
を
保
持
し
て
い
く
こ
と
︒
そ
し
て
︑
誰
も
が
有
す
る
﹁
善
な
る
本
性
﹂
を
明
ら
か
に
し
︑
如
何
な
く
発
揮
し
て
い
く
こ
と
︑
こ
こ
が
最
も
緊
要
な
所
で
あ
り
︑
こ
の
点
に
お
い
て
は
儒
教
も
仏
教
も
本
来
同
源
な
の
で
あ
る
︒
そ
し
て
こ
れ
が
﹁
心
学
﹂
で
あ
り
︑
﹁
天
地
の
正
教
﹂
で
あ
る
と
し
て
い
る
︒
な
お
独
立
の
こ
の
よ
う
な
﹁
一
性
﹂﹁
一
心
︵
一
念
︶
﹂
の
思
想
は
︑
前
掲
の
資
料
﹁
重
建
円
通
山
福
源
禅
寺
記
﹂︵
寛
文
一
〇
年
一
一
月
︑
独
立
著
︶
に
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
︑
以
下
に
紹
介
し
て
お
こ
う
︒
仏﹅
法﹅
と﹅
は﹅
真﹅
常﹅
の﹅
一﹅
念﹅
の﹅
み﹅
︒
祖﹅
道﹅
と﹅
は﹅
真﹅
如﹅
の﹅
一﹅
性﹅
の﹅
み﹅
︒
人
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
本も
始と
よ
り
真
常
な
れ
ば
︑
大
道
は
性
に
率
し
た
が
い
機
に
先
ん
じ
︑
惟
だ
此
の
一
念
の
即
心
即
仏
な
る
の
み
︒
頓
に
一
念
を
超
ゆ
れ
ば
︑
本
空
至
徹
の
真
如
一
性
︑
歴
々
明
々
た
り
︒
祖
命
仏
道
の
大
法
は
是
に
同
(６
)じ
︒
本
来
だ
れ
も
が
有
す
る
﹁
真
如
の
一
性
︵
善
な
る
本
性
︶
﹂
に
し
た
が
っ
て
︑﹁
真
常
の
一
念
﹂
を
そ
の
ま
ま
発
現
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
︑
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
仏
で
あ
る
︵
即
心
即
仏
︶
︒
仏
に
な
れ
る
か
な
れ
な
い
か
は
︑
今
現
在
の
心
中
の
﹁
一
念
﹂
に
よ
っ
て
決
ま
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
︒
そ
し
て
こ
れ
こ
そ
が
真
の
仏
道
で
あ
り
︑
釈
迦
や
達
磨
ら
か
ら
脈
々
と
伝
え
て
き
た
大
法
で
あ
る
と
独
立
は
説
い
て
い
る
︒
話
を
﹁
護
法
論
抄
序
﹂
に
戻
そ
う
︒
独
立
は
い
う
︑﹁︹
儒
仏
は
︺
輪
輅
相
い
需もと
め
︑
道
並
び
行
わ
れ
て
相
い
悖そむ
か
ざ
れ
ば
︑
世
出
世
用
の
別
に
間
へ
だ
て
有
る
と
雖
も
︑
其
の
功
を
成
す
に
及
び
て
は
一
な
り
︒
是
に
曰
く
︑﹃
天
下
に
二
道
無
し
︑
聖
人
に
両
心
無
し
﹄﹂
と
︒
ま
さ
に
儒
教
と
仏
教
は
車
の
両
輪
の
ご
と
く
互
い
に
必
要
不
可
欠
な
存
在
で
あ
っ
て
︑﹁
世
出
︵
世
を
超
脱
す
る
︶
﹂﹁
世
用
︵
世
を
治
め
る
︶
﹂
と
い
う
違
い
は
あ
っ
て
も
︑
と
も
に
﹁
善
な
る
本
性
﹂
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
と
い
う
点
に
お
い
て
は
同
じ
で
あ
る
︒﹁
天
下
に
二
道
無
し
︑
聖
人
に
両
心
無
し
﹂︑
こ
れ
は
︑
張
商
英
﹃
護
法
論
﹄
に
寄
せ
ら
れ
た
無
碍
居
士
︵
鄭
興
︑
徳
與
︶
の
序
︵
乾
道
七
年
︑
一
一
七
一
︶
の
言
葉
で
あ
る
︒
独
立
の
﹁
護
法
論
抄
序
﹂
に
見
ら
れ
る
﹁
儒
仏
並
行
﹂
の
思
想
は
︑
こ
の
無
碍
居
士
の
序
に
見
ら
れ
る
思
想
と
非
常
に
近
い
も
の
が
あ
る
︒
こ
れ
は
独
立
の
﹁
儒
仏
並
行
﹂
思
想
を
考
察
す
る
上
に
お
い
て
非
常
に
興
味
深
い
資
料
で
あ
る
の
で
︑
そ
の
一
部
を
以
下
に
紹
介
し
て
お
こ
う
︒
︿
無
碍
居
士
﹁
護
法
論
序
﹂
よ
り
﹀
天﹅
下﹅
に﹅
二﹅
道﹅
無﹅
し﹅
︒
聖﹅
人﹅
に﹅
両﹅
心﹅
無﹅
し﹅
︒
蓋
し
︑
道
は
天
地
に
先
ん
じ
て
生
じ
︑
古
今
に
亘
り
て
常
に
存
す
︒︵
中
略
︶
故
に
聖
人
︑
或
い
は
中
国
に
生
ま
れ
︑
或
い
は
西
方
に
生
ま
れ
︑
或
い
は
東
夷
西
夷
に
生
ま
る
︒
生
ま
る
る
こ
と
方
を
殊
に
す
と
雖
も
︑
其
の
道﹅
の﹅
真﹅
を
得
れ
ば
︑
符
契
を
合
す
る
が
若
く
︑
未
だ
始
よ
り
殊
な
る
に
あ
ら
ざ
る
な
り
︒
︵
中
略
︶
孟
子
曰
く
︑﹁
其
の
心
を
尽
く
す
者
は
其
の
性
を
知
る
︒
其
の
性
を
知
る
者
は
則
ち
其
の
天
を
知
る
﹂︵﹃
孟
子
﹄
尽
心
上
︶
と
︒
仏
の
所
謂
﹁
直
指
人
心
﹂﹁
見
性
成
仏
﹂
と
以
て
異
な
る
こ
と
無
し
︒
仏
は
戒
・
定
・
慧
を
以
て
大
道
の
大
要
と
為
す
︒
吾
が
儒
の
所
謂
﹁
懲
忿
窒
慾
﹂︵﹃
易
経
﹄
損
卦
︶
は
則
ち
戒
な
り
︒﹁
寂
然
不
動
﹂︵﹃
易
経
﹄
繋
辞
上
︶
は
則
ち
定
な
り
︒﹁
感
じ
て
遂
に
天
下
の
故
に
通
ず
﹂︵﹃
易
経
﹄
繋
辞
上
︶
は
則
ち
慧
な
り
︒
三
者
︑
儒
釈
︑
豈
に
相
同
じ
か
ら
ざ
ら
ん
や
︒
無
碍
居
士
は
︑
道
と
は
天
地
に
先
ん
じ
て
生
じ
︑
古
今
に
わ
た
り
て
常
に
存
在
す
る
も
の
で
あ
っ
て
︑
そ
の
﹁
道
の
真
﹂
を
得
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
︑
西
方
の
聖
人
︵
釈
迦
︶
の
教
え
も
︑
中
国
の
聖
人
︵
孔
子
︶
の
教
え
も
︑
実
は
全
く
同
じ
こ
と
を
説
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
と
い
う
︒
そ
れ
で
は
そ
の
﹁
道
の
真
﹂
と
は
何
か
︒
こ
こ
で
無
碍
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居
士
は
︑﹃
孟
子
﹄
に
い
う
﹁
性
を
知
る
﹂﹁
天
を
知
る
﹂
と
︑
仏
教
に
い
う
﹁
直
指
人
心
﹂﹁
見
性
成
仏
﹂
が
全
く
同
じ
で
あ
る
と
指
摘
す
る
︒
と
も
に
人
が
本
来
有
す
る
﹁
善
な
る
本
性
﹂
を
認
識
し
︑
そ
れ
を
明
ら
か
に
し
て
如
何
な
く
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
︑
天
を
知
り
仏
と
な
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
︒
さ
ら
に
︑
張
商
英
は
﹃
護
法
論
﹄
の
中
で
︑﹁
仏
教
の
枢
要
は
︑
戒
・
定
・
慧
の
み
﹂
と
断
じ
て
い
る
が
︑
無
碍
居
士
も
こ
こ
で
﹁
仏
は
戒
・
定
・
慧
を
以
て
大
道
の
大
要
と
為
す
﹂
と
言
い
︑
そ
の
﹁
戒
﹂
は
﹃
易
経
﹄︵
損
卦
︶
に
い
う
﹁
懲
忿
窒
慾
︵
憤
怒
の
念
を
懲
戒
し
︑
嗜
欲
を
抑
止
す
る
︶
﹂
で
あ
り
︑
﹁
定
﹂
は
﹃
易
経
﹄︵
繋
辞
上
︶
に
い
う
﹁
寂
然
不
動
︵
ひ
っ
そ
り
と
し
て
動
じ
な
い
︶
﹂
で
あ
り
︑﹁
慧
﹂
は
﹃
易
経
﹄︵
繋
辞
上
︶
に
い
う
﹁
感
じ
て
遂
に
天
下
の
故
に
通
ず
︵
感
応
し
て
天
下
の
あ
ら
ゆ
る
事
に
通
じ
る
︶
﹂
で
同
じ
で
あ
る
と
し
︑
結
局
の
所
︑
儒
教
も
仏
教
も
同
じ
﹁
道
の
真
﹂
を
説
い
て
い
る
の
に
す
ぎ
な
い
と
し
て
い
る
︒
こ
の
よ
う
に
無
碍
居
士
は
︑
儒
教
と
仏
教
は
本
来
同
一
で
あ
る
と
い
う
﹁
儒
仏
一
致
﹂
を
説
い
て
い
る
が
︑
こ
れ
に
対
し
張
商
英
の
方
は
︑
儒
仏
と
も
に
必
要
不
可
欠
な
教
え
で
あ
る
と
し
な
が
ら
も
︑
両
者
に
は
﹁
深
浅
﹂
の
違
い
が
あ
る
と
い
う
﹁
儒
浅
仏
深
﹂
を
説
き
︑
そ
こ
に
は
︑
や
は
り
仏
教
の
方
が
優
れ
て
い
る
と
い
う
思
い
が
感
じ
と
れ
る
の
で
あ
る
︒
本
稿
の
﹁
護
法
論
抄
序
﹂
に
見
ら
れ
る
独
立
の
﹁
儒
仏
並
行
﹂
思
想
は
︑
以
下
の
部
分
で
も
確
認
で
き
る
よ
う
に
︑
無
碍
居
士
の
﹁
儒
仏
一
致
﹂
に
非
常
に
近
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
︒
ま
た
独
立
は
い
う
︑﹁
儒
は
孟
子
自
り
伝
無
し
﹂
と
︒
本
来
は
儒
教
も
仏
教
も
同
じ
﹁
道
の
真
﹂
を
説
い
て
い
た
の
で
あ
る
が
︑
儒
教
に
お
い
て
は
︑
孟
子
以
降
︑
道
が
途
絶
え
て
し
ま
っ
た
︒﹁
語
言
文
字
﹂
ば
か
り
に
と
ら
わ
れ
て
学
問
を
す
る
輩
が
現
れ
︑﹃
大
学
﹄
の
﹁
明
明
徳
︵
明
徳
を
明
ら
か
に
す
︶
﹂︑﹃
中
庸
﹄
の
﹁
率
性
︵
本
性
に
し
た
が
う
︶
﹂︑﹃
論
語
﹄
の
﹁
時
習
︵
時
に
習
う
︶
﹂
を
学
ん
で
も
︑
言
葉
で
そ
れ
を
唱
え
る
だ
け
で
︑
そ
の
真
意
を
知
ろ
う
と
も
し
な
い
︒
こ
れ
で
本
当
に
孔
子
︵
中
国
聖
人
︶
を
学
ぶ
も
の
と
言
え
る
の
だ
ろ
う
か
と
疑
問
を
呈
す
る
︒
釈
迦
︵
西
方
聖
人
︶
が
仏
教
を
興
し
︑﹁
明
心
﹂﹁
見
性
﹂︑﹁
修
身
﹂﹁
律
己
﹂
を
説
き
実
践
し
て
み
せ
て
も
︑
実
は
こ
れ
が
儒
教
の
聖
典
に
い
う
﹁
明
徳
﹂﹁
率
性
﹂﹁
時
習
﹂
と
全
く
同
じ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
気
付
か
ず
︑
反
っ
て
こ
れ
を
攻
撃
し
て
や
ま
な
い
︒
独
立
は
い
う
︑﹁
世
儒
︑
反
っ
て
之
れ
を
攻
め
之
れ
を
扇あお
り
︑
妄
悪
又
た
出
づ
る
を
知
ら
ず
﹂﹁
儒
︑
儒
道
有
る
を
知
ら
ず
︒
而
る
を
況
ん
や
天
人
の
仏
法
を
や
﹂
と
︒
韓
愈
や
欧
陽
脩
と
い
っ
た
世
儒
た
ち
は
︑
そ
の
本
性
が
﹁
妄
悪
﹂
で
蔽
わ
れ
昧
ま
さ
れ
て
し
ま
い
︑
真
実
を
見
抜
く
こ
と
が
出
来
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
︒
そ
の
結
果
︑
自
ら
が
信
奉
し
て
い
る
は
ず
の
﹁
儒
道﹅
︵
儒
の
真
の
道
︶
﹂
さ
え
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
お
り
︑
ま
し
て
や
﹁
仏
道﹅
﹂
な
ど
わ
か
る
は
ず
が
な
い
︒
そ
の
世
儒
た
ち
の
姿
は
︑
ま
る
で
聵
つ
ん
ぼ
や
盲
め
し
い
が
自
ら
悪
道
に
堕
し
て
い
く
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
︒
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
︑
張
商
英
︵
無
尽
居
士
︶
が
現
れ
て
﹃
護
法
論
﹄
を
著
し
︑
仏
道
の
大
な
る
を
明
ら
か
に
し
た
︒
そ
の
後
︑﹃
護
法
論
﹄
は
﹁
宋
自よ
り
今
に
伝
わ
り
︑
中
自よ
り
外
に
伝
わ
る
﹂︑
す
な
わ
ち
︑
宋
の
時
代
か
ら
今
に
伝
わ
り
︑
中
国
か
ら
外
国
に
伝
わ
り
︑
そ
し
て
日
本
に
も
伝
わ
っ
て
き
た
︒
そ
し
て
梅
嶺
が
︑
こ
の
﹃
護
法
論
﹄
に
つ
い
て
非
常
に
詳
細
な
注
釈
書
を
作
成
し
た
︒
こ
れ
が
﹃
護
法
論
抄
﹄
で
あ
っ
て
︑
こ
の
書
の
存
在
に
よ
り
読
者
は
︑﹃
護
法
論
﹄
の
文
意
を
明
瞭
に
理
解
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
と
独
立
は
述
べ
て
い
る
︒
張
商
英
の
﹃
護
法
論
﹄
は
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
︑
儒
教
・
仏
教
・
道
教
の
書
か
ら
数
多
く
の
引
用
が
あ
り
︑
ま
た
数
多
く
の
専
門
用
語
や
人
物
が
登
場
し
て
い
る
︒
よ
っ
て
た
だ
漫
然
と
こ
れ
を
読
ん
だ
だ
け
で
は
︑
そ
の
真
意
を
つ
か
み
取
る
こ
と
は
出
来
な
い
︒
梅
嶺
の
﹃
護
法
論
抄
﹄
は
︑
一
つ
一
つ
の
言
葉
・
出
典
・
人
物
に
対
し
︑
儒
教
・
仏
教
・
道
教
関
連
の
書
か
ら
そ
の
ま
ま
引
用
す
る
形
で
︑
詳
細
な
注
釈
が
付
せ
ら
れ
て
い
る
︒
以
上
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
︑
梅
嶺
の
﹃
護
法
論
抄
﹄
は
︑
後
学
に
と
っ
て
非
常
に
有
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用
な
書
と
な
っ
た
に
ち
が
い
な
い
︒
そ
し
て
同
時
に
︑
そ
れ
を
執
筆
・
編
纂
し
た
若
き
梅
嶺
自
身
に
と
っ
て
も
︑
儒
・
仏
・
道
に
わ
た
っ
て
広
範
な
学
識
を
深
め
る
︑
非
常
に
貴
重
な
機
会
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
︒
注
︵
１
︶
独
立
の
﹁
重
建
円
通
山
福
源
禅
寺
記
﹂︵
寛
文
一
〇
年
一
一
月
︶
に
つ
い
て
は
︑
井
上
敏
幸
・
伊
香
賀
隆
編
﹃
肥
前
鹿
島
福
源
寺
小
志
﹄︵
佐
賀
大
学
地
域
学
歴
史
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
︑
平
成
二
五
年
︶
を
参
照
︒
︵
２
︶
テ
キ
ス
ト
は
鹿
島
市
祐
徳
神
社
祐
徳
博
物
館
に
寄
託
さ
れ
る
中
川
文
庫
所
蔵
の
﹃
護
法
論
﹄︵
和
刻
本
︑﹁
格
峯
︵
断
橋
和
尚
︶﹂
の
蔵
書
印
有
り
︑
整
理
番
号
五
二
八
︱
二
︱
三
︱
七
九
三
︶
を
使
用
し
た
︒
︵
３
︶
韓
愈
曰
︒
仏﹅
者﹅
夷﹅
狄﹅
之﹅
一﹅
法﹅
耳﹅
︒
自
後
漢
時
︒
流
入
中
国
︒
上
古
未
曾
有
也
︒︵
中
略
︶
陋
哉
愈
之
自
欺
也
︒
愈
豈
不
聞
孟
子
曰
︑
舜
生
於
諸
馮
︑
遷
於
負
夏
︒
卒
於
鳴
條
︑
東﹅
夷﹅
之﹅
人﹅
也﹅
︒
文
王
生
於
岐
周
︑
卒
於
畢
郢
︑
西﹅
夷﹅
之﹅
人﹅
也
︒
舜﹅
與﹅
文﹅
王﹅
皆﹅
聖﹅
人﹅
也﹅
︒
為﹅
法﹅
於﹅
天﹅
下﹅
後﹅
世﹅
︒
安﹅
可﹅
夷﹅
其﹅
人﹅
廃﹅
其﹅
法﹅
乎﹅
︒
︵
４
︶
韓
愈
曰
︒
仏
者
夷
狄
之
一
法
耳
︒
自
後
漢
時
︒
流
入
中
国
︒
上
古
未
曾
有
也
︒
自
皇
帝
已
下
︑
文
武
已
上
︑
挙
皆
不
下
百
歳
︒
後﹅
世﹅
事﹅
仏﹅
漸﹅
謹﹅
︑
年﹅
代﹅
尤﹅
促﹅
︒
陋
哉
愈
之
自
欺
也
︒︵
中
略
︶
若
謂
上
古
寿
考
︑
而
後
世
事
仏
漸
謹
而
年
代
尤
促
者
︑
竊
鈴
掩
耳
之
論
也
︒
愈
豈
不
知
外
丙
二
年
仲
壬
四
年
之
事
乎
︒
豈
不
知
孔
鯉
顔
淵
冉
伯
牛
之
夭
乎
︒
又
書
無
逸
曰
︑
自
時
厥
後
亦
罔
或
克
寿
︑
或
十
年
或
七
八
年
︑
或
五
六
年
或
三
四
年
︒
彼
時
此
方
未
聞
仏
法
之
名
︒
自
漢
明
仏
法
至
此
之
後
︒
二
祖
大
師
百
単
七
歳
︒
安
国
師
百
二
十
八
歳
︒
趙
州
和
尚
七
百
二
十
甲
子
︒
豈
仏
法
之
咎
也
︒
︵
５
︶
儒
教
と
仏
教
の
比
較
に
つ
い
て
は
︑﹁
儒
者
言
性
而
仏
見
性
︒
儒
者
労
心
而
仏
者
安
心
︒
儒
者
貪
著
而
仏
者
解
脱
︒
儒
者
喧
嘩
而
仏
者
純
静
︒
儒
者
尚
勢
而
仏
者
忘
懐
︒
儒
者
争
権
而
仏
者
隨
縁
︒
儒
者
有
為
而
仏
者
無
為
︒
儒
者
分
別
而
仏
者
平
等
︒
儒
者
好
惡
而
仏
者
円
融
︒
儒
者
望
重
而
仏
者
念
軽
︒
儒
者
求
名
而
仏
者
求
道
︒
儒
者
散
乱
而
仏
者
観
照
︒
儒
者
治
外
而
仏
者
治
内
︒
儒
者
該
博
而
仏
者
簡
易
︒
儒
者
進
求
而
仏
者
休
歇
︒
不
言
儒
者
之
無
功
也
︒
亦
静
躁
之
不
同
矣
﹂
と
あ
る
︒
ま
た
仏
教
と
道
教
の
比
較
に
つ
い
て
は
︑﹁
老
子
曰
︑
常
無
欲
以
観
其
妙
︒
猶
是
仏
家
金
鎖
之
難
也
︒
同
安
察
云
無
心
猶
隔
一
重
関
︒
況
著
意
以
観
妙
乎
︒
老
子
曰
︑
不
見
可
欲
︑
使
心
不
乱
︒
仏
則
雖
見
可
欲
心
亦
不
乱
︒
故
曰
利
衰
毀
譽
称
譏
苦
楽
八
法
之
風
︒
不
動
如
来
︒
猶
四
風
之
吹
須
彌
也
︒
⁝
⁝
﹂
と
以
下
長
き
に
わ
た
っ
て
続
い
て
い
る
︒
︵
６
︶
仏
法
者
真
常
一
念
而
已
祖
道
者
真
如
一
性
而
已
人
生
本
始
真
常
大
道
性
率
機
先
惟
此
一
念
之
即
心
即
仏
而
已
頓
起
一
念
本
空
至
徹
真
如
一
性
歴
々
明
々
祖
命
仏
道
之
大
法
而
同
是
︒︵
独
立
﹁
重
建
円
通
山
福
源
禅
寺
記
﹂︶
(佐
賀
大
学
経
済
学
部
非
常
勤
博
士
研
究
員
)
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